
　
暇
を
活
用
し
て
診
療
技
術
や
患
者
に

で
診
す
る
サ
ド
し
ス
の
あ
り
方
を
伝
え

　
て
い
る
。
同
時
に
、
岡
山
済
生
会
総

白
本
の
医
師
や
看
護
婦
が
休

日
本
の
方
法
論
を
包
括
し
た
子
と
母

の
モ
デ
ル
医
療
施
設
を
目
標
と
し
て

院
は
、
舘
都
カ
ト
マ
ン
ズ
に
日
本
の
幸
い
で
あ
る
。

援
助
で
建
設
さ
れ
た
「
カ
ン
テ
ィ
子
　
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
代
表
、

ど
も
病
院
）
に
次
い
で
い
ネ
パ
ー
ル
題
字
は
筆
者
）
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■
・

祚
鯛
回
ゾ
】

　
　
　
　
　
　
『
菅
波
　
茂

　
２
０
０
２
年
２
月
９
日
、
ネ
パ
ー

ル
の
プ
ト
ワ
ル
市
忙
あ
る
「
シ
ッ
ダ

ル
ダ
母
と
子
ど
も
病
院
」
の
広
場
で
、

　
「
篠
原
記
念
子
ど
も
病
棟
」
の
発
足

式
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
同
国
保
健

大
臣
、
日
本
大
使
夫
妻
、
国
際
協
力

事
業
団
関
係
者
、
地
元
政
界
、
住
民

身
の
小
児
科
医
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
設
立

し
た
ネ
パ
ー
ル
西
部
に
あ
る
ダ
マ
ッ

　
　
　
　
　
ｊ

ｌ
　
　
ａ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ

ク
病
院
で
約
半
年
記
ね
だ
り
診
療
活

動
に
従
事
。
示
児
の
死
亡
率
が
高
い

こ
と
に
心
を
痛
め
、
子
と
母
の
専
門

病
院
設
立
に
情
熱
を
傾
け
て
奔
走
し

た
医
師
だ
っ
た
が
、
3
2
歳
で
病
に
剥

れ
た
。

ｽﾞ篠原記念子ども

鴫
だ
。
出
産
数
は
毎
日
５
人
。
備
え
付

Ｄ
　
け
ら
れ
て
い
呑
未
熟
児
保
育
器
３
台

で
高
機
能
の
子
ど
も
病
院
に
な
っ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

j ’

S

町
が
9
8
年
1
1
月
２
日
に
発
崖
蚕
け
入
れ
で
、
病
院
に
対
す
る

足
し
た
．
毎
日
新
聞
に
よ
市
民
の
信
頼
感
も
抜
群
で
あ
る
．

る
キ
ず
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
く
こ
の
病
院
は
ネ
パ
ー
ル
の
知
恵
と
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合
病
院
を
始
め
と
す
る
岡
山
で
研
修

　
し
た
岑
Ｔ
ル
人
の
医
師
や
看
護
婦

ぃ
座
温
も
病
院
の
声
価
を
高
め
て
い

る
。
ネ
パ
ー
ル
を
代
表
す
る
母
と
子

の
病
院
を
目
指
し
て
引
き
続
き
、
皆

さ
ん
０
．
ご
支
援
を
お
願
い
で
さ
れ
ば

ル
ダ
母
と
子
万
が
稼
働
し
、
昼
夜
を
問
わ
な
い
救
急
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